食を考える by 田村 眞八郎 & Shinpachiro Tamura
ご紹介ありがとうございました。田村でございます。先日，本学の島田淳子先生からお誘いがあっ
た本日の勉強会にお招きいただきましてお話しすることを大変光栄に存じております。「食を考える」
ということで，以下3つほど考えてみました。
① メディアの癖
② 化学物質という用語
③ コメと自分史
我々が何かについて発言し，影響を与えようとする時，メディアを利用せざるを得ない場合があり
ます。そういう時，メディアには何かちょっと変な癖があるような感じを，最近の私は受けておりま
す。①ではその話をいたします。それから，私は農芸化学という化学の応用分野の仕事をしておりま
したので，②では化学物質という用語についての考えをお話しします。これは皆さんの考え方と必ず
しも合致しないかも知れません。③では，私は食糧研究所（現在の食品総合研究所）で，多くの先輩，
同僚から，コメについて多面的に教えていただき，また自分でもコメに関わる経験をいろいろいたし
ましたので，自分史も含め「コメと自分史」と言いますか，そんな話をと考えております。
木村修一先生が出席しておられますので，いささか緊張しておりますが，始めます。
① メディアの癖
・メディアの癖・についてはよく言われることです。メディア（media）は ・medium・の複数です
ね。・medium・は単数形で媒体という意味で，その複数形がメディアということになるのですが，
我々がいろんなところに広く意見を発表したり，あるいは「こういうふうにしてほしい」，「こういう
のはよくないんじゃないか」というような話をする時には，やはり影響力を持つメディア，新聞や雑
誌，ラジオやテレビなどを利用します。メディアには，我々がその ・癖・にある程度従わないと載せ
てくれない，使ってくれないところがあるような気がしています。有名な話ですけれど，「犬が人に
みついてもニュースにならない，ところが人が犬にみつくとニュースになる」と言われます。メ
ディアにはそういうところがあって，ちょっと変な話，あるいは風変りな話，悪いという話しか大き
く取り扱ってくれない ・癖・があるわけですね。特に日本の場合，そういうことが多いのかも知れま
せん。昔から「日本は悪い，悪い，悪い」あるいは「ダメだ，ダメだ，ダメだ」と言うんですね。
「フランスに比べて悪い，中国に比べて悪い，ロシアに比べて悪い，アメリカに比べて悪い」と。そ
ういうふうに悪い方向へ言う ・癖・があり，そういう傾向を好みます。最近でこそ「日本の食は良い」
ということになりましたが，そういうことはなかなか取り上げてくれませんでした。例えば「従来い
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となまれてきた日本の食は悪い」と，そういう言い方で日本食が取り上げられることが多かったかと
思います。それは，今日までに60何億人にまで増えてきた人類のエネルギッシュな力が，悪いとこ
ろを見出して，それを改めることを繰り返してきたということの現れであり，特に日本人はそういう
ところにエネルギッシュなのかも知れません。悪い意見ということに関しては，日本人の食生活でも，
「エネルギーが足りなくて悪い」，「タンパク質が足りない」とか，「カルシウムが足りない」，こうい
う警告をしてきて，ある程度「悪い，悪い，悪い」が続くと改善されて良くなる。良くなると黙って
います。次はしばらくして今度は「エネルギーが摂りすぎで悪い」ということになるわけですね。や
はり悪い方向へ，悪い方向へ言わないと駄目だ，そういうことを何となく分かっていて協力している
のが，多くの方々ではないでしょうか。皆さん方も研究成果をいろいろ伝えていきたい場合には，メ
ディアのこうした癖を理解したうえで工夫をなさるとよいと思います。
私は食品総合研究所の所長を3年間しておりました。所長の時はあまり発言しませんでしたが，辞
めて後，「日本人の食生活はもう大体良い」ということをラジオかテレビで言いました。そうしたら，
すぐに元の所長から電話がかかり，「お前，あんな良いなんてこと言ったら駄目だ。食総研は取り潰
されちゃうぞ。100人からいる職員の生活をどうするんだ」と言われました。行政管理庁は本当に世
論に注目しているのだなと気づき，驚きました。前所長が言ったということになれば，「あそこの研
究所いらないんじゃないの」と判断して取り潰す。冗談じゃない，と私も豹変して，翌日からは「日
本人の食生活は悪い，悪い，悪い」と言うことになります。そのようなことで，何でも「悪い」と発
言することが非常に大事だという部分もあります。ところが「日本の食事が良い状態になってきた」
と思いながら口先だけ豹変して「悪い」と言っても，それはやはり迫力がない。本気で「悪い」と思
っている人にはかないません。ですから，どちらかと言えば本気で思っていなくても，悪い方向へ言
う場合は，なるたけ迫力が出るように言わなければ駄目です。そういうふうに考えております。
現在であれば「食生活が悪い」と言っても，平均寿命は充分に長い。食生活の物質的なバランスそ
のものが悪いわけではありませんから，もう少し範囲を広げて，「共食になっていないから悪い」と
か，「自給自足じゃないから悪い」とか，「地産地消じゃないから悪い」とか，そういう具合に戦線を
広げて「悪い，悪い，悪い」と言った方が，いろんな意味で発言力がついてくると思います。そのう
ちに，今度は自分の思っていることを，ちゃんとしたことを言いたくなる。私もそうで，「日本の食
はそう悪くないよ」と言うと，だんだんお声がかからなくなってしまいました。やはり若い方は発言
力をつけるために，悪い方向へ，悪い方向へある程度議論をしながら，つまり「何かが悪い，悪い」
というような攻撃的な議論をしながら，自分の考えを売り込んでいった方が良いと思います。これは
研究者の生活の知恵みたいなものです。
② 化学物質という用語
それから次の化学物質という用語ですが，ここで言わんとするところは，「化学物質以外の物質は
ない」，「物質は全て化学物質」であるということです。人間の身体も100％化学物質でできています
し，人間の食べ物も，どういう食べ物であれ，100％化学物質からできています。これは，自然科学
者，化学者だけでなくサイエンティスト（科学者）の一致する意見であり統一的な見解です。ですか
ら食品成分表には化学物質が載っています。水もタンパク質もビタミンも化学物質。成分表は総計が
100になるように作ってあり，これは世界中の食品学者，科学者が，食べ物は100％化学物質である
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という認識を持っていることを示しています。
物質の性質を研究するサイエンスの部門が化学ですから，どういう物質であれ，その性質を研究し
ていくと，それは化学的に研究するということになります。従ってその研究が進めば，その物質につ
いて化学名がつきます。あらゆるものに化学名がつきます。アミノ酸，リジン，アルギニン，グルタ
ミン酸とか，みんな名前がつく。核酸でも何でもそうですね。細かく言えば，2，3－○○○○○…と
いうように正式の化学物質名がつく。物質を科学的に研究する学問が化学ですから，その化学によっ
て特定の物質が研究されれば，それは全て化学物質として明らかにされるのは当たり前のことで，そ
れ以下でもそれ以上でもありません。全ての物質は化学物質で，化学物質でない物質なんかはこの世
に有りようがない。人間の身体も化学物質であるし，食品成分表に載っている成分も，全て化学物質
であるということになります。
化学の研究の始まりは，「物質とは何か」という問いから始まり，古代ギリシャ時代から「地水風
火」というようなことが考えられていました。固体的なもの，液体的なもの，気体的なもの，それか
らエネルギー，これは物質とは違うのかも知れません。このような考えが段々と実験によって現実と
突き合わされながら発達し，元素とそれから原子というかたちになってきました。元素は1番の水素
から始まって，原子番号がつき，92番のウラニウム，それから先にプルトニウムなど人工で作った
元素があります。100以上の元素があり，世の中にはそれしかありません。限られた数の元素の原子
が化学結合して，様々な物質，すなわち化学物質になっているのです。我々の身体を作っているもの
は，その中の炭素と水素と酸素と窒素とか，硫黄，カルシウム，鉄などのいくつかの物質です。有機
化合物と無機化合物と言いますけれども，無機化合物は炭素Cを含んでいない物質，有機化合物と
いうのは炭素Cを含んでいる物質。19世紀の中ごろ以降有機化学が非常に発達し，それであらゆる
ものが化学的に研究されて，化学物質として明らかになってきました。
普通，皆さんはそうは考えず，たとえば一般の消費者は「天然に存在している物質と，人工合成し
た物質では違うんじゃないか」と言います。今日差し上げた資料（「昭和の食の時代区分（1），（2），（3）」
『食品と容器』2008VOL.49No.3,No.5,No.7）に書いたことを読みますと（No.7p.395），「だから，
人間も100％化学物質からできており，食物も100％化学物質からできている。つまり化学物質でで
きている人間が，化学物質である食料を食べて生命現象を営んでいるのである。」
「なお，人工合成物質と天然存在物質という区別はできる。」天然にあるものと，人間が人為的に化
学合成したもの，あるいは工場で合成したもの，あるいは微生物が作っているのもありますが，それ
らの区別はできます。しかし天然存在物質もまた化学物質であることに変わりはなく，天然物質だか
らこれが化学物質ではないというのはとんでもない間違いです。また，天然存在物質を人工合成する
こともできます。クエン酸が好例かと思います。クエン酸はわりと評判が良い物質ですがこの構造は
人間が作ったものではない。天然，自然にあるクエン酸を研究したらこういう化学構造をしていたと
いうことであり，それを確かめるために，人間が合成したり，あるいはいろいろな化学実験をします。
現在でしたら，クエン酸の場合は，レモンから抽出する方法でも作られますし，また，微生物を用い
て発酵生産することもできますし，化学実験室，あるいは工場で合成生産することもできます。こう
してできたものは全て同じクエン酸です。レモンから抽出したものでも，発酵生産で作ったものでも，
合成生産で作ったものでも，同じです。現在はおそらく発酵生産が大部分だと思います。もっと細か
く申せば，それぞれの製法の違いにより純度や不純物は違ってきます。100％クエン酸ということは
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ありません。微量の不純物があります。その微量の不純物を測れば，レモンから抽出したもの，発酵
生産で作ったもの，合成生産したものという区別がわかります。けれども，主体を成すクエン酸はど
の方法で作っても全部同じということになります。だから化学物質を合成生産だからひどく嫌がると
いうのは，あまり根拠のないことになるわけです。
先ほどの資料の続きの方に進みますと，「天然存在物質と人工合成物質とで，どちらが安全か，ど
ちらが危険かは簡単に決めることはできない。実験が必要である。」実験しないとわかりませんね。
これはクエン酸に限りません。一般的に天然に存在している物質と一般的に人工合成した物質という
意味で，どちらにも極めて危険な物質も全く安全な物質もあります。合成したものにも全く安全な物
質があります。それから天然に存在するものにも，全く安全な物質もあります。例えば，人間は一日
に750グラム以上は食べられません。一日に食べる量は，水分を除く固形物で500グラムですから
750グラムというのはかなり食べ過ぎです。ところが，一日に750グラム食べても死ねない物質とい
うものがあり，それが砂糖，サッカリン，ビタミンB1などです。水谷民雄さんの『毒の科学Q＆A
毒キノコからヒ素，サリン，ダイオキシンまで』（ミネルヴァ書房，1999）に出ていたのですが，
この本は大変良い本です。もしご興味がありましたら，お求めになってお読みになるとよろしいです。
私はこの本に感心しました。薬学の先生でしょうか，非常に良いことが書いてあります。
砂糖は天然存在物質です。現在はサトウキビから抽出したり，甘味のあるテンサイから抽出したり
しています。その砂糖という天然存在物質は一日に750グラム食べても死ねないということです。サ
ッカリンも一日750グラム，これは甘すぎて食べるのは大変かも知れませんけれど，食べても死ねな
いそうです。サッカリンは全くの合成物質で，天然には存在しません。そのサッカリンを750グラム
食べても死なないそうです。それからビタミンB1は本来天然存在物質ですけれど，一日の必要量は
1ミリグラムとかそんなものですが，750グラム食べても死なない。実験に使ったB1は恐らく合成
したものだと思います。一日750グラムものビタミンB1を天然から抽出して食べさせるのは大変で
すから，工場か実験室で合成するわけですね。
「全ての物質は化学物質である」というのが科学的認識の基礎中の基礎であるということが大前提
となります。この資料は学校の先生あてに書いた文章ですから，「日本家政学会の中心を占める皆様
方が，国民消費者にこの認識を普及させていただくことを手始めに，（今後は食糧不足になる可能性があ
りますので）科学的認識や理性的な対応能力を育てていただくことを期待したい。」という具合に結ん
でいます。そのようなわけで「全ての物質は化学物質である」，ということですね。私はそう思って
いますが，そうじゃないという人たちもあります。普通に使われている用語の受け取り方，定義が違
うわけですね。ただ化学物質という用語はそういうような用語ですから，自然科学者は他の考えに妥
協のしようがありません。化学物質という用語を，我々が使うような意味で「化学物質でない物質は
存在しない」として使っていきたいので，そのへんは何とかして普通の方々との対話ができるような
具合に化学物質という用語を考えていただく方向に舵をとりたいと思っています。これはなかなか大
変なことですけれども，そう考えております。以上が化学物質という用語の話です。
③ コメと自分史
おしまいに「コメと自分史」ということで考えてみますと，田村眞八郎という名前の由来から。昭
和5年（1930）生まれでして，昭和5年は太平洋戦争の10年ほど前ですから，まだ日本が軍国主義
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で勇ましい時代でした。「眞八郎」という名前は，その頃槍の名人の戸田眞八郎という人が活躍する
小説があって，名人ですから強いんですよ。私は弱虫だったものですから，小学生のころもう情けな
くて情けなくてね，何でこんな名前をつけたのかと親を恨みました。父親の名は眞太郎ですが，私は
8番目じゃないのに眞八郎ですから。正式には何番目かよくわかりませんが，5番目だろうと思いま
すが。父親はみんなに尊敬される立派な人でしたがB型の人で，成功して町工場を経営していまし
た。かなり風変りな人でした。私は，三軒茶屋のあたりで生まれたんです，この昭和女子大のあたり
ですね。その後は自由が丘の近所で暮らしていました。
小学校に上がる前に，ちょっとテストがあったんですね。普通の知能があるか，普通の小学校に入
れていいかを試すテストなんでしょうね。母親に連れられて行って，みんな並んでいるところに先生
が，「右手を上げてください，左手を上げてください」。そうすると母が私に入れ知恵するわけですね，
「右手って言われたら，おを持つ手を挙げなさい。左手って言われたらご飯茶碗を持つ手を挙げな
さい」。ところがそう言われても，実際におと茶碗を持ってご飯を食べる仕草を胸のあたりまで手
を上げてしてみるまで手を挙げられませんでした。つまり，自分の身体でもって覚えていたことだっ
たんですね。小学校の低学年ってそんなものでしょうかね。その時はそういう状態だったことを覚え
ています。今はもちろん頭の中だけで想像できますよ。それで東京目黒区の緑ヶ丘小学校にとにかく
入りました。緑ヶ丘小学校は，その前年あたりに八雲小学校という明治時代から有名な小学校の分教
場としてできた学校でした。そのため天皇陛下の御真影（写真のことです）がなく，やがて分教場が
独立して，奉安殿という御真影を納めておく小さな社ができ，そこに納められました。それで初めて
拝んだ時は，ものすごく光栄の至りだと思ったことを覚えています。
それからもうひとつ，小さい時には，納豆と甘納豆の区別がついていませんでした。昔は毎日，
「納豆，納豆」って朝に売りに来ましてね。納豆菌は40度ぐらいが適温で高い温度が好きです。冷蔵
庫の中では，ほとんど納豆菌は働きません。昔冷蔵庫がなかった頃は夏は朝にしか売れなかったんじ
ゃないでしょうかね。一日中暑いと，納豆菌が働いてアンモニアが出てすぐに食べられなくなります
から。納豆は甘納豆のことだと思っていました。母にねだって「納豆買おうよ」と言って買ってもら
い初めて，あの甘くなくねばねばの納豆に仰天したことを覚えています。子どもの頃には勘違いして
覚え込んでいることもいろいろありまして，「唯物弁証法」という言葉，これ小学校高学年だったか
な，「べんしょう」は弁償すること，償いをすることだから「唯物べんしょう法」っていうのは，物
で弁償しなくちゃいけない，物については物でということだと信じていました。野球をしていて，近
所の家の窓ガラスを割ると，普通はお金を持って行けば良いわけですが，それじゃあ駄目で，「唯物」
だから，ガラス窓を持って行って謝らなければいけないんだと，そういうふうに思っていましたね。
昔は「唯物弁証法」なんてずいぶん難しい言葉を使ったものですね。そういうような勘違いもありま
した。
それから，小学校時代のお弁当は，だいたい二段重ねの海苔弁でした。ご飯に削り節をかけて海苔
を重ね，お油をかけて，その上に下と同じご飯，削り節海苔を重ねてありました。これは栄養バ
ランスが良いという点では猫マンマと同じですね。カツオブシはほとんどタンパク質ですから。それ
から何か特別の日，1日とか15日には日の丸弁当でなければいけない日があったんですよ。お弁当
のご飯の真ん中に梅干し一個ですね，でもその頃それを惨めとは思わなかったですね。梅干し，美味
しいんですよ。梅干し一個で充分食べられます。徳冨蘆花という明治元年生まれの小説家がいました。
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蘆花は青年時代，京都の同志社に学んだ頃はクリスチャンの先生のところに寄宿していました。そこ
では先生と奥さんが留守の時には，寄宿生同士が「鬼の居ぬ間の洗濯」で，自分たちの好きなもの買
って食べよう，と梅干しを買ってご飯を自由奔放に食べたそうです。明治のその頃で言えば，梅干し
はごちそうだったのだと思います。私も梅干しは大好きで，大ご馳走というわけではありませんけれ
ど，そのような時代があって，やはり世の中ずいぶん変わってきたという感じがします。
私の家では梅干しは母が作りました。よく実のなる梅の木がありましたが，毛虫が凄かった。行列
毛虫，気持ち悪い。だから，これは農薬をかけなきゃどうしようもなかったと思いますよ。虫の正し
い名前は知りませんが，それが連なって枝の上をゾロゾロ歩いていましたから，母は農薬をかけて殺
したんでしょうね。それで梅がいっぱいなって，それを梅干しにしていました。「三日三晩の土用干
し」と言って，土用の暑い日に露にあてながら三日三晩干すと，梅干しが柔らかくなるんですね。そ
れを実際に母が作っていて，梅干しは懐かしいですね。今でも梅干しが大好きです。
たしか窪田空穂だったと思いますが，次のような短歌があります。
鉦鳴らし 信濃の国を 行き行かば
ありしながらの 母見るらむか
時々，時空をスリップして昔に行ってしまったような気持ちになることがあります。その時に会い
たい ありしながらの 母…は，私の場合はいちばんが梅干しづくりをしている母，土用干しをし
ている母の姿なんです。
戦争中は，食物は配給制でした。二合三勺ですね，お米が二合三勺。玄米とか7分づき米とかあま
り良いお米じゃないのを一日330グラム。今は一日200グラムくらいしか食べませんから，十分のよ
うに思えるでしょうけれど，それでも足りなくてしょうがなかった。コメ（白米）について悪口を上
手に言う人がいて，白米，「米に白と書くとカス（粕）になってしまう。だから白米なんか駄目なん
ですよ」，と。それから糠，「糠はこれ健康の康ですよね，やはり糠を食べると健康になるんです，玄
米を食べなさい」。このようなことを上手に言う人がいましたね。やはり世の中っていうのは宣伝で
すね，PRでそういうふうにやられていたわけです。
そこに，穀象虫が出ます。今はあまり聞かない名前かも知れません，見たことがない方が多いので
しょうが，米に涌くからコメ虫というそうです。カブトムシの仲間です。小さい虫。そいつが，どう
いうわけか家のお米に，玄米じゃなくて白米にいっぱい出たことがありました。私は理屈っぽいもの
ですから，「穀象虫なんていうのは，動物タンパクだと思って食べればいいんだ」と言って，家内が
反対したのですが炊いて食べてみました。やはりまずいものでした。いつもの通り家内のほうが正し
くてあれは駄目だったですね。食べて悪いことはないと思います。タンパク質には違いありませんし
グルコサミンなんかいっぱい含有しているのではないか。そういうこともありました。今は穀象虫も
あまりいないですね。「虫の住めない環境にはヒトも本当は住めないのだ」と言う人もあります。そ
うかもしれませんね。
戦争中の思い出として，「すあま」があります。昭和20年，戦争に負けた年ですね。その年の春か
ら夏にかけて大船の海軍の魚雷工場に学徒動員されていました，泊まり込みの動員です。もう甘い食
べ物は何にもない頃です。あるとき一日自宅へ帰してくれました。その時に「すあま」をくれた。海
軍だから甘いお菓子をいっぱい持っていたんですね。軍隊だから，「いよいよになったら食べる」と
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いうことで。それをみんなにくれたわけですね。それをボストンバックに入れて家に持って帰る途中，
混雑していた大船駅でボストンバックごと忘れちゃった。「しょうがない」と思って家に帰って，「す
あま」を食べ損なったんですけれども，夕方になって大船の駅に帰り着くと，ボストンバックがその
ままありました。駅は一日中混んでたんでしょうね。だから持ち主がいるかと思って，持ち去る人は
いなかったわけです。その「すあま」を取り返しましたが，それから先は覚えていませんね。自分で
食べたのか，その寮の仲間と一緒に食べたのか，よく覚えていません。そんな思い出もあります。甘
いものはもちろん食べものが本当になかった時代です。だからとにかくコメもお腹一杯食べたかった
わけですね。
昭和20年（1945）の8月15日に敗戦になりまして，お米が食べたいのにない。サツマイモばかり
です。その年の秋に学校が始まり，中学3年生です。それで中3の秋か，高1の秋かはっきりしない
のですが，英語のI先生，大変良い先生だったんです。・liveon・（～を生活の糧
かて
にしている，主食にす
る）という言葉を，その英語のI先生から，「・Weliveonrice.・，・We,Japanese,liveonrice.・，
我々日本人は昔からお米を主食にしてきた，生活の糧にしてきたということで，糧というのは
米の量と書くけれども，今は実際 ・Weliveonsweetpotatoes.・だね」と教わったのを覚えてい
ます。20年から2，3年は東京では本当にサツマイモばかり食べていました。ですから我々ぐらいの
年齢の多くの人達がサツマイモに敵意を抱いているでしょう。私はそれほどサツマイモが嫌いではな
いですが，大部分の男性は嫌っています。女性はそれほどでもないようで，結構なことです。いよい
よとなればやはり，日本の場合気候が温暖ですからサツマイモは非常に役に立ちます。サツマイモは
アサガオと同じヒルガオ科の作物で，育てやすく，葉も茎も根も，また生育期のいつでも食べられる
すぐれた植物です。現在はコメ，ムギに次いでジャガイモが年間500万トン，サツマイモは100万ト
ンくらいしか作られてないでしょうけれども，終戦後はサツマイモは800万トンくらい作っていまし
た。生のサツマイモを切ってそのまま天日乾燥し黒い粉にして練り，真黒なお団子にしてずいぶん食
べましたね。まずいものではないですが，やはり黒い色にはちょっと抵抗を覚えた，そういう思い出
があります。
コメが食べたかった。戦争中の話ですがラバウル航空隊で有名なニューブリテン島のラバウル，ニ
ューギニア島の東北，ソロモン諸島の西にありますが，ここで日本軍はアメリカ軍に包囲され封鎖さ
れてしまいます。アメリカ軍は，ここを飛び越して別の方面に進撃しましたから日本の南方軍の最重
要基地だったラバウルは取り残されました。ラバウルの兵隊は，「死んでもいいからコメが食いたい」
と思っていた。コメはあったのですが，「コメはアメリカ軍が上陸して戦闘になったときに食うんだ」
と決め，サツマイモばかり作って食べていた。ラバウル守備隊は，「アメリカ軍が上陸してコメが食
えて死ねれば，こんな幸せなことはない」とまで願ったそうです。そのくらい日本人はコメに執着し
ていたわけです。日本国内でもそうですからラバウルの日本兵の強い願いは理解できますね。
我々もコメの足りない時期は同じ気持ちでした。日本政府は結局，先を見通しても「コメの生産量
をそれほど増やすことはできない」そして「あまりお金もないから外国から買うなら，コムギの方が
安い」，半値ですね。こういう理由からコムギを食べて欲しかった。ラバウル守備隊みたいにコメに
執着している日本人にコメ離れをおこさせたいと思ったわけです。長い目で見るとそれが見えてきま
す。それで，恐らくかなり上部の組織でしょうけれど，談合して，談合と言ってはダメですね，相談
して，コメの悪口を徹底的に言って，コメ離れを図ったようです。私はまだ高校生ぐらいですから当
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時はわかりませんでしたが，どうもそういうことがあったように思います。それでコメの悪口をやた
らに言った。「コメを食べるとバカになる」，有名な話です。これを主張したのは林髞
たかし
先生という慶
応大学医学部の教授です。「パブロフの条件反射」を学び日本に普及された大変有名な，真面目な先
生です。その真面目な先生が，「コメを食べるとバカになる」。この先生は木々高太郎というペンネー
ムで推理小説も書かれている大変筆の達者な人です。この先生が昭和33年に『頭脳』という本を出
され，その中でこれを主張されたのです。私も読んでみましたがとてもそういう筆力のある先生が書
いた本とは思えなかったです。バカバカしい書き口ですから，私は，林髞先生は政府の「コメ離れさ
せよう」という方向に協力なさっていたのだと思います。だから，誰かが書いた「コメを食べるとバ
カになる」というバカバカしい内容を自分の著書に盛り込んだ。林髞先生は，明治30年～昭和40年
ぐらいまで生きておられ，そういう意味では真面目に政府に協力してくださった方だと思います。
「バカになる」というのは，ビタミン類とそれからアミノ酸と関連していまして，脳では割とグルタ
ミン酸が使われます。コムギとコメと比べると，コムギの方がグルタミン酸が多い。それから，「コ
メを食べると子供がゾロゾロ生まれる」と言う説もありました。この「子供ができる」っていうのは
アルギニンに関連しているのだろうと思いますけれども，アルギニンはコメの方が多く，コムギの方
が少ない。そういうようなことと関連させていたのでしょうが，それが直接には「バカになる」だの
「子供ができる」ということとは関連しません。それで，慶応大学の池田彌三郎先生に同じ慶応の林
髞先生が，「お前，そんなにコメばかり食ってるとバカになっちゃうぞ」と仰ったそうで，すると池
田彌三郎先生は「バカになってもいいからコメが食べたい」と答えたそうです。それくらい米を美味
しく感じていた。配給のコメは現在のものほど美味しくなかったとは思いますが，それでもやはりコ
メは美味しかったのでしょう。
私は終戦後，東京大学農学部農芸化学科，化学の方に入りました。ここは，全くお酒を造る産業と
言ってもいいような所でした。農芸化学ですからいろんな化学をやるんですけれど，だいたいコンパ
では「酒が飲めるぞ」っていうような歌を歌う。「1月は正月で酒が飲めるぞ。飲める，飲める，飲
めるぞ，酒が飲めるぞ」「2月は節分で酒が飲めるぞ。飲める，飲める，飲めるぞ，酒が飲めるぞ」
「3月はお節句で酒が飲めるぞ…」，こういう歌ばっかり歌うところでね，私はお酒が飲めませんでし
た。アルコールは全然ダメでしたから，最初のコンパでもう完全に轟沈してしまいました。それから
も全然お酒は飲めませんけれども，そういうところでした。
それで，国民にコメ離れをさせようとしましたが，コメ離れしないんですね，日本人は。昭和21
年の5月，戦争が終わった翌年，「コメよこせデモ」というのがありました。「朕
ちん
はタラフク食ってい
る。爾
なんじ
臣民餓えて死ね」というプラカードですね。そんなことがあっても，やはり日本政府は，農
林省でしょうけれども，「米の生産量をこれ以上上げることはなかなかできない，経済力もないから
米を輸入することも難しい，だから米離れをさせたい」と思った。しかしそうはいかない。「コメだ，
コメだ，コメをよこせ」って。
ところが昭和31年になりますと，戦後10年目にして最初の『経済白書』というのが出ます。「も
はや戦後ではない」という有名なキャッチフレーズが作られた年です。その前の30年は非常に好天
に恵まれ，また戦中戦後の血の滲むような農業生産の努力の甲斐もあり，大豊作でした。それまで
800万トンぐらいしか穫れなかったコメが1300万トンくらい穫れた。これは政府にとっては嬉しい
誤算だったと思います。それでいよいよ「もはや戦後ではない」ということになり，日本人も終戦直
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後の「一億総虚脱状態」から10年かけてようやくそれを抜け出すチャンスをつかみ，日本政府も高
度成長に向かっていくキッカケをつかんだわけです。
私は昭和28年に食糧庁食糧研究所に入りまして，アミノ酸分析をやることになりました。研究所
と言っても我々が入った頃は，入れていただいたということで上役から「お前は…をやれ」と言われ
ると，「嫌です」なんて言えません。「はっ」と言ってやる。アミノ酸分析をずっとやりました。それ
が，何十年か経って所長になった時は時代が変わり，就職してくる方が強いんです。所長が面接して
いると「私は食総研に入ってこれがやりたい。これをやらせてくれなければ辞めます」と。それで本
当に辞めちゃう。そのくらい時代も人も変わりましたが，今はまたちょっと違う状況でしょう。
ですから私はどちらかというと分析化学者ですが，それに自信を持ち過ぎていたところがあります。
アミノ酸の分離分析は結構厄介な仕事ですが，それまで一週間かかっていた分析操作がアメリカで
「アミノ酸分析計」という分析機器ができまして，これも結構厄介な機械なのですが，一日でできる
ようになり，非常に大した進歩だったと思います。私はアミノ酸分析計を買ってもらってそのかなり
厄介な分析計を上手に使いこなすことができました。それで分析に自信を持ちました。そのため大失
敗をしたことがあります。「アミノ酸成分表」というのを作るわけですね。「アミノ酸成分表」の卵に，
全卵，卵黄，卵白がありまして，これのシスチンが非常によく似た数値が出まして，本来，全卵の数
値は卵黄と卵白の数値の間にならなければいけないわけですが，自信を持っていたものですから，成
分表に測定した数値のまま載せてしまった。今の食品成分表では訂正されていますが，これは大失敗
でした。そういうようなこともありますから，やはり何事も余りに自信を持ち過ぎてはいけないとい
うことはあるのだろうと思っています。
コメの悪口を言われていた後，コメの生産量が上がり，農業技術の進歩その他のことがあり，「お
米を食べるな」という時代ではなくなり，むしろ「お米を食べよう」という時代になりました。とこ
ろが，「コメを食べるな」というのはずっと続きます。「コメを食べるとバカになる」というほどでも
ないですけれども，「コメは食べない方がいい」というような風潮が残る。結局，逆モーションを突
かれっぱなしになって，これが現在の「コメあまり」につながってくるわけです。
ある時，コメの生産量が上がってから10年ぐらいしてからでしたが私は，「お米はそんなに悪い食
べ物ではないから食べたほうがいいですよ」と何かの小さな雑誌に書きました。そうしましたら大新
聞，毎日新聞の農業関係の大記者Mさんが来まして，「田村さん，コメは決して悪くない食べ物なん
だそうですね」と言いますから，私は大喜びで，「コメはコムギに勝るとも劣ることはない主食です」
と言ったんですね。するとMさんは，「田村さんの言うことはよくわかりました。ですが，これは記
事にはしません。なぜかというと，私が記事を何と書こうとデスクは見出しにコメの悪口を書くこと
になっているからです。それは決められていることですから，どこの新聞の記事でもそうなります。
ですから私は「コメが良い」ということはわかりましたが，これは記事にはしません。」と言って帰
りました。つまりはじめに「コメの悪口を言う」という方針が決まり，ずっと悪口を言い続けて，ど
こかでそれを変えなければいけなくてもそれを変えないまま，「コメを食べるといけない」といった
口調が，10年以上続きました。私は「コメは悪くない」ということを，ボツボツは書いていました
が，それを受けて，もう亡くなられましたけれども，農林事務次官から長く税制調査会会長などをな
さった有名な小倉武一さんの下で小倉さんを支えられた並木正吉先生，昨年でしたか亡くなられまし
たが，この並木正吉先生が小倉先生と話し合って，コメを主食とする「日本型食生活論」というのを
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展開して下さいました。そこでコメが引き上げられ，ようやくそれから「コメは割と良い食べ物です
よ」という方向へ動くようになれたのです。
私の方から言えば，私の力が弱かったためですが，コメについての私たち専門家の主張が認められ
るまでに10年以上を要し，結果としてコメの消費がここまで減ってしまったことに対しては，そう
いう意味の情報操作があり，それを是正できなかったための風評被害が起こったという事情で説明で
きるのです。現在では，そういうような情報操作は，政府でもどこでもできないでしょうが，ある程
度 ・メディアの癖・のようなものはありますから，いろいろ踊らされないようにしないといけないよ
うに思うわけです。
そういう意味で言えば，やはり各自が思うことが言えて，それがうまく発表できる，誰でもが発表
できる「言論の自由表現の自由」，そういうことが何よりも重要だろうと思います。それが失われ
てしまうと，どうなるかわからないですね。いっぺんに悪い方へ行ってしまいますから。やはり「言
論の自由表現の自由」ということを，何にもまして大事にしていかなければいけないでしょう。こ
のようなことで自分史とコメの関係をお話ししましたが，コメについての自分の考えを何とか伝えて
いこうと努力しましたが，必ずしも力が及ばず，コメの風評被害的な消費減にかなり手を貸してしま
ったのかな，という気がして残念です。
現在のご飯は美味しいですね。お米の品種改良も進み，ますます美味しいお米ができてきました。
それから，炊飯器が非常に良くなり，ちょっと圧力をかけて炊いたご飯は非常に美味しいですね，玄
米でも美味しく炊けます。この頃はおにぎりも評判が良いようですから，お米の消費がもう少し持ち
直してくれると，それは日本が地産地消，旬産旬消，自給自足の方向へ進むうえで少しでもプラスに
なると思います。今日は現在から戦中戦後を振り返り，特にコメについての流れをお話ししてみた次
第です。あまりお役に立たなかったかも知れませんが，何にでも引用でも利用でもしていただければ
と思います。以上です。
ありがとうございました。
（たむら しんぱちろう）
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